
連
載

ｍ

世
界
市
場
を
動
か
す
卜
望
フ
マ
ー
ケ
タ
ー
の
視
点

糸
―
イ

岸

伸
久

ム
・
グ
ル
ー
プ
、

さ
ら
に
新
た
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ

・
カ
ン
パ
ニ
ー
の
有
力
な
存
在
と
し
て
ピ
ュ
ブ

ツ
シ
ス
・
グ
ル
ー
プ
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
４

大
グ
ル
ー
プ
の
誕
生
で
あ
る
。

今
ま
で
は
話
題
の
中
心
は
３
大
メ
ガ

・
グ
ル
ー

プ
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
ア
メ
リ
カ
又
は
イ
ギ
ツ

ス
に
本
社
が
あ
り
、

欧
米
主
体
と
は
い
っ
て
も
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
エ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー

・
グ
ル
ー
プ

は

「メ
ガ
」
グ
ル
ー
プ
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

ピ

ュ

ブ

リ

シ

ス

・
グ

ル

ー

プ

Ｓ

．
Ａ

．

△蚕
長
兼
Ｃ
Ｓ

モ

ー

リ

ス

・
レ

ヴ

ィ

氏

本
年
５
月
末
、パ

リ
の
ピ
ュ
ブ
リ
シ
ス
・グ
ル
ー
プ
の
本
社
に
同
グ
ル
ー
プ
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
モ
ー
リ
ス
・レ
ヴ
ィ
氏
を
訪
ね
た
。

レ
ヴ
ィ
氏
は
、シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
や
凱
旋
門
を
見
下
ろ
す
本
社
ビ
ル
の
屋
上
か
ら
の
景
色
を
筆
者
に
案
内
し
、

屋
上
脇
の
見
晴
ら
し
の
良
い
一
室
で
朝
食
を
と
り
な
が
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
な
っ
た
。

筆
者
の
空
い
た
カ
ッ
プ
に
自
ら
コ
ー
ヒ
ー
を
度
々
入
れ
る

レ
ヴ
ィ
氏
に
は
恐
縮
し
た
が
、筆

者
の
質
問
に
熱
っ
ぱ
く
答
え
る
レ
ヴ
ィ
氏
を
見
る
と
、以

前
会
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ト
ッ
プ
に
よ
る

レ
ヴ
ィ
氏
を
評
価
す
る
言
葉
が
脳
裏
に
甦
っ
た
。

「彼
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
第

一
に
考
え
て
い
る
男
だ
」と
。

お
そ
ら
く
同
氏
の

繊
細
な
気
配
り
や
、熱
っ
ぱ
く
自
説
を
語
る
姿
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
ト
ッ
プ
は
惚
れ
こ
み
、緊

密
な
関
係
を
構
築
す
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ
た
。

ピ
ユ
ぃフ

リ
シ
ス
．

４
夫
メ
ガ
・エ
イ
ジ
エ
ン
シ
ー

世
界
の
メ
ガ

・
エ
ー
ジ

エ
ン
シ
ー

・
グ
ル
ー
プ

は
グ
ル
ー
プ
の
規
模
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、

現
在
、

４
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

米
オ
ム
ニ
コ

ム
・
グ
ル
ー
プ
、

英
Ｗ
Ｐ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
、

米
イ
ン

タ
ー
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
、

そ
し
て
仏
ピ
ュ

ブ
リ
シ
ス
・
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

世
界
の
広
告
業
界
は
長
年
の
問
、

ブ
ラ
ン
ド

・

エ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
の
規
模
で
ラ
ン
ク
付
け
が
行
わ

れ
て
き
た
。

電
通
を
は
じ
め
と
し
て
Ｙ
＆
Ｒ
、

Ｊ
・

Ｗ
・
ト
ン
プ
ノ
ン
、　

マ
ッ
キ
ャ
ン
エ
リ
ク
ソ
ン
、

Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｏ
、

オ
グ
ル
ビ
ー
＆
メ
イ
ザ
ー
、　

レ
オ

・

バ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
は
日
本
で
も
し
ば
し
ば
話
題
に

な
る
エ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
で
あ
る
。
し
か
し
、

今
日

世
界
の
広
告
界
で
は
合
従
通
衡
が
進
み
Ｗ
Ｐ
Ｐ
、

イ
ン
タ
ー
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
、

オ
ム
ニ
ヨ

一
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ピ
ュ
ブ
ツ
シ
ス
・
グ
ル
ー
プ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
雄

で
も
あ
り
、

ま
た
既
に
サ
ー
チ
＆
サ
ー
チ
な
ど
を

傘
下
に
収
め
て
は
い
た
も
の
の
、

規
模
の
点
で
巨

大
エ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー

・
グ
ル
ー
プ
入
り
は
果
た
し

て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
ビ
ー
コ
ム
ス
リ
ー
の
買

収
に
よ
リ
レ
オ

・
バ
ー
ネ
ッ
ト
、

ス
タ
ー
ヨ
ム
・

メ
デ
ィ
ア

・
ヴ
ェ
ス
ト

・
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
ピ
ュ

ブ
ツ
シ
ス
・
グ
ル
ー
プ
の
傘
下
に
収
め
、　

い
ま
や

世
界
の
広
告
界
は
４
大
メ
ガ

・
グ
ル
ー
プ
の
時
代

に
入
っ
た
。
ピ
ュ
ブ
ツ
シ
ス
・グ
ル
ー
プ
が
レ
オ
・

バ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
名
門
企
業
を
買
収
し
、
４
大

メ
ガ

・
エ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー

・
グ
ル
ー
プ
入
り
を
果

た
し
た
背
景
に
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
モ
ー
リ
ス
・
レ
ヴ
ィ

氏
の
強
力
な
ツ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
っ
た
。

同
氏

は
有
力
広
告
主
ト
ッ
プ
と
の
会
談
並
び
に
、

特
に

北
米
に
お
け
る
エ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
の
再
編
成
な
ど

で
超
多
忙
で
あ

っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

快
く
筆
者

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
申
し
入
れ
を
受
け
て
く
れ
た
。

一
ピ
ユ
いフ

リ
ン
ス

読
者
は
ご
存
知
だ
ろ
う
が
、

簡
単
に
会
社
説
明

と
業
績
の
要
約
を
す
る
。
ピ
ュ
ブ
ツ
シ
ス
・
グ
ル

ー
プ
は
世
界
の
広
告
界
で
第
４
番
目
の
規
模
を
誇

り
、

グ
ロ
ー
バ
ル

（１
０
９
カ
国
）
で
展
開
さ
れ

る
広
告
会
社
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る

主
要
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、　

レ
オ

・
バ
ー
ネ
ッ
ト

・

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
（ア
メ
リ
カ
）、ピ
ュ
ブ
ツ
シ
ス
・

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
（フ
ラ
ン
ス
）、
サ
ー
チ
＆
サ
ー

チ

・
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド

（イ
ギ
リ
ス
）
の
３
つ
か

ら
な
る
。
ま
た
メ
デ
ィ
ア
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

及
び
メ
デ
ィ
ア
購
入
の
領
域
で
も
、

ス
タ
ー
コ
ム
・

メ
デ
ィ
ア

・
ヴ
ェ
ス
ト

・
グ
ル
ー
プ
や
ゼ
ニ
ス
・

オ
プ
テ
ィ
メ
デ
ィ
ア
を
持
つ
。
ま
た
日
本
の
最
大

手
広
告
会
社
、

電
通
と
も
資
本

・
業
務
提
携
を
行

っ
て
い
る
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
広
告
会
社
で
あ

２つ
。ピ

ュ
ブ
ツ
シ
ス
は
２
０
０
３
年
の
４
つ
の
目
標

①
ビ
ー
ヨ
ム
ス
ソ
ー
を
成
功
裏
に
統
合
す
る
、

②

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・グ
ロ
ー
ス

（有
機
的
成
長
）、
③

営
業
利
益
率
の
改
善
、

④
財
務
体
質
の
強
化
を
設

定
し
、

推
進
し
顕
著
な
業
績
を
挙
げ
た
。

例
え

ば
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
グ
ロ
ー
ス
は
、

０３
年
１２
月

期
で
４
大
グ
ル
ー
プ
の
中
に
お
い
て
は
２
位
、

０４

年
の
上
半
期

（第

一
。
第
二
四
半
期
）
は
前
年
同

期
比
と
比
較
し
、
４
・
５
％
超
の
成
長
を
示
す
。

ま
た
、

０３
年
１２
月
期
の
営
業
利
益
率
は
４
大
グ
ル

ー
プ
の
中
で
も
最
も
高
く

（１４
・３
％
）、
０４
年
の

上
半
期

（第

一
・
第
二
四
半
期
）
も
堅
調
に
伸
び

て
い
る
。

一
社
長
に
対
す
る
考
え
方

一
連
帯
の
出

優
れ
た
広
告
会
社
と
そ
う
で
な
い
広
告
会
社
と

の
違
い
は
何
か
。
ピ
ュ
ブ
ツ
シ
ス
・
グ
ル
ー
プ
会

長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
モ
ー
ジ
ス
・
レ
ヴ
ィ
氏
と
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
、

筆
者
は
こ
の
問
い
を
考
え
始

め
た
。

古
今
束
西
を
問
わ
ず
、

優
れ
た
企
業
に
は
創
立

者
や
中
興
の
祖
と
し
て
語
り
継
が
れ
た
卓
越
し
た

リ
ー
ダ
ー
達
が
居
た
だ
け
で
は
な
く
、

同
時
に
一

般
に
知
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、

後
輩
を
大
き
く
育

て
る
べ
く
真
剣
に
指
導
す
る
多
く
の
上
司
達
が
い

た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

共
通
し
て
言
え

る
こ
と
は
、

語
り
継
が
れ
た
卓
越
し
た
ソ
ー
ダ
ー

も
、

現
場
で
活
躍
し
た
多
く
の
上
司
達
も
、

会
社

の
将
来
を
考
え
、

将
来
の
最
も
大
切
な
資
産
を
育

て
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
持
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

愛
社
精
神
が
強
く
、

後
輩
を
想
う
心
温
か
い
人
達

が
い
る
か
否
か
が
優
れ
た
広
告
会
社
と
そ
う
で
な

い
広
告
会
社
の
最
も
大
き
な
違
い
で
も
あ
ろ
う
。

モ
ー
リ
ス
・
レ
ヴ
ィ
氏
が
敬
愛
す
る
人
に
、

ピ

ュ
ブ
ツ
シ
ス
の
創
設
者
で
あ
る
マ
ル
セ
ル
・
ブ
ル

ー
ス
タ
イ
ン
＝
ブ
ラ
ン
シ
ェ
氏
が
い
る
。

同
氏
が

語
る
「勝
利
へ
の
情
熱
」
（０３
年
７
月
電
通
出
版
）

に
同
氏
の
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。

「
こ
の
年
に

な
っ
て
私
に
は
、

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き

な
借
り
が
あ
る
。

人
生
に
真

っ
向
か
ら
飛
び
込
ん

で
い
っ
た
頃
の
自
分
自
身
に
借
り
が
あ
る
。

あ
の

頃
の
私
に
似
た
若
者
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

あ
の

頃
の
私
へ
の
借
り
を
返
し
た
い
。

私
に
模
範
を
示

し
、

愛
情
を
寄
せ
て
く
れ
た
す
べ
て
の
人
に
対
す

る
感
謝
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。

私
た
ち
と
若
者

の
間
に
作
り
上
げ
な
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
運
帯

2004.11● 宣伝会議  60



の
鎖
で
あ
る
。

私
自
身
、

そ
う
や
っ
て
育
て
て
も

ら
っ
た
。

他
の
人
々
に
も
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
も

ら
い
た
い
の
だ
」。
創
設
者
で
あ
る
ブ
ル
ー
ス
タ
イ

ン
＝
ブ
ラ
ン
シ
ェ
氏
の
強
調
す
る

「そ
れ
ぞ
れ
の

世
代
が
後
に
続
く
世
代
に
手
を
差
し
伸
べ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
、

将
来
を
見
据
え
て
「人
」

を
想
う
姿
勢
は
同
氏
と
長
年
共
に
働
き
、

後
継
者

で
も
あ
る
モ
ー
ソ
ス
・
レ
ヴ
ィ
氏
か
ら
も
、

同
様

の
後
輩
を
思
う
熱
い
心
を
筆
者
は
強
く
感
じ
取
っ

た
。ブ

ル
ー
ス
タ
イ
ン
＝
グ
ラ
ン
シ
ェ
氏
も
モ
ー
ツ

ス
・
レ
ヴ
ィ
氏
も
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
。

本
社
の

所
在
地
は
パ
ソ
で
あ
る
。
ピ
ュ
ブ
ツ
シ
ス
・
グ
ル

ー
プ
を
語
る
際
に
、　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
大

切
な
ポ
イ
ン
ト
で
は
あ
る
。

「
フ
ラ
ン
ス
人
は
ア
ン

グ
ロ
サ
ク
ノ
ン
と
は
違
う
岩
私
は
組
織
が

一
番
大

切
だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

人
が

一
番
大
切
だ
と

考
え
て
い
る
」
と
レ
ヴ
ィ
氏
も
語
る
。

し
か
し
な
が
ら
国
籍
を
問
わ
ず
優
れ
た
企
業
に

共
通
す
る
点
が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
大
陸
の
人
間
も
、

ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ノ
ン
も
、

日
本
人
も

一
流
の
企
業
に
共
通
す
る
特
質
で
は
な

か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
社
員
同
士
、

先
輩
と
後
輩
が
、

ス
ク
ラ
ム
を
組
む
点
に
あ
る
。

先
輩
が
後
輩
を
育

て
る
。

社
員
の
間
で
堅
い
結
束
と
連
帯
の
意
識
が

あ
る
か
な
い
か
は
、　

一
流
企
業
か
否
か
を
判
断
す

る
大
事
な
基
準
で
あ
っ
て
、

必
ず
し
も
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
大
陸
、

ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ノ
ン
、
日
本
と
い
う
違

い
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

創
設
者
と
現
会
長
に
相
通

ず
る
後
輩
に
対
す
る
気
持
ち
、

若
い
人
達
を
思
う

熱
い
心
は
ピ
ュ
ブ
ツ
シ
ス
・
グ
ル
ー
プ
の
企
業
文

化
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
と
の
強
い
印
象
を
筆

者
は
受
け
た
。

運
帯
感
、

濃
密
な
人
間
関
係
、

人

世界市場を動かすトッ77-ケ ターの視点

ピュブリシス・グループSA.会 長兼CEO モ ーリス・レヴィ氏
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と
人
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
す
る
企
業
風
土
は

ピ
ュ
ブ
ツ
シ
ス
の
誇
る
べ
き
特
徴
で
あ
ろ
う
。

一
人

一
社
長
の
評
価
基
準

筆
者
が
レ
ヴ
ィ
氏
に
「部
下

（句
８
０
下
電
Ｒ
Ｔ

Ｊ
的
ｓ
ｐ
ａ
ｑ

く
ｏ
Ｆ
）
を
ど
の
基
準
で
評
価
し
て
い

る
か
」
に
つ
い
て
切
り
出
す
と
、

そ
の
質
問
に
対

し
、

「私
は

『部
下

含
Ｆ
毎
ｑ
こ
と
い
う
言
葉
は
嫌

い
だ
。

私
は

『彼
等
と
共
に

（３
的
ユ
ゴ
ｑ

電
中き

津
①
ヨ
こ
の
気
持
ち
で
常
に
働
い
て
い
る
」
と
い
う

言
葉
が
即
座
に
返
っ
て
き
た
。

そ
し
て
レ
ヴ
ィ
氏
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

「第

一
に

『正
直
』
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

正
直
で
な
い

人
間
は
評
価
し
な
い
」。
こ
の
こ
と
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
全
体
の
ピ
ク
チ
ャ
ー
の
限
ら
れ
た
部
分
の

み
を
報
告
す
る
の
で
は
な
く
、

ピ
ク
チ
ャ
ー
の
全

体
を
過
不
足
な
く
正
直
に
言
う
人
間
を
評
価
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

い
い
話
は
報
告
す
る
が
、

悪
い
話
は
伏
せ
る
。
ト
ッ
プ
に
は
良
い
話
は
報
告

す
る
が
、

に
が
い
話
や
耳
障
り
な
話
は
報
告
し
な

い
と
な
れ
ば
、

企
業
の
ト
ッ
プ
は
保
の
王
様
に
な

り
か
ね
な
い
。

電
正
直
』で
な
い
人
間
に
対
し
て
は

一
切
妥
協
し
な
い
」
と
レ
ヴ
ィ
氏
は
述
べ
た
。

更

に

「
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
ー

（誠
実
さ
善
同潔
さ
と

を
評
価
す
る
。
そ
し
て

『知
性
豊
か
な
人
』
で
あ

る
こ
と
も
大
切
な
資
質
と
考
え
る
」
と
レ
ヴ
ィ
氏

は
答
え
た
。

「私
ど
も
の
企
業
は
知
性
豊
か
な
人
材

の
集
ま
り
で
あ
り
、

文
化
が
あ
り
、

価
値
観
を
持

っ
て
い
る
。

ピ
ュ
ブ
ツ
シ
ス
は
よ
き
人
間
の
集
ま

り
で
あ
り
、

ま
た
そ
れ
を
誇
り
に
し
て
い
る
企
業

で
あ
る
か
ら
、

正
直
さ
、

誠
実
さ
、
と
同
時
に
豊

か
な
知
性
を
社
員
に
求
め
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
」

と
レ
ヴ
ィ
氏
は
強
調
し
た
。
そ
の
上
で
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
資
質
を
社
員

一
人
ひ
と
り

が
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
言
う
。

余
談
で
は
あ
る
が
、

筆
者
は
フ
ラ
ン
ス
の
著
名

な
哲
学
者
で
仏
大
統
領
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め

た
こ
と
も
あ
る
ギ
ー

・
ノ
ル
マ
ン
氏
に
東
京
で
お

目
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

同
氏
と
親
し
い
、

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先
輩
の
ご
紹
介
で

会
食
を
し
、

親
し
く
お
話
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

た
。
そ
の
際
、

ギ
ー

・
ノ
ル
マ
ン
氏
よ
り
、

同
氏

と
モ
ー
ジ
ス
・
レ
ヴ
ィ
氏
と
は
親
交
が
あ
る
と
伺

っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、　

レ
ヴ
ィ
氏
に
ノ
ル

マ
ン
氏
の
こ
と
を
尋
ね
て
み
た
。
ノ
ル
マ
ン
氏
を

知
っ
て
い
る
の
か
と

一
瞬
驚
い
た
表
情
の
レ
ヴ
ィ

氏
は

「
ノ
ル
マ
ン
氏
を
良
く
知
っ
て
い
る
。

よ
く

お
目
に
か
か
る
ん
だ
。
そ
も
そ
も
ノ
ル
マ
ン
氏
は

若
い
頃
ピ
ュ
ブ
ツ
シ
ス
で
私
ど
も
と

一
緒
に
働
い

た
仲
間
な
ん
だ
よ
」
と
言
っ
た
。

「ピ
ュ
ブ
ツ
シ
ス

は
哲
学
者
ま
で
も
輩
出
し
て
い
る
の
で
す
か
？
」

と
尋
ね
て
み
る
と
、

レ
ヴ
ィ
氏
は
破
顔

一
笑
、

「我
々

は
皆
、

哲
学
者
な
ん
だ
よ
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
返

っ
て
来
た
。

伝
統
の
経
承
と
変
革

優
れ
た
企
業
風
土
を
守
る
良
き
保
守
主
義
も
、

必
要
に
応
じ
て
断
回
変
革
を
推
進
す
る
努
力
も
、

優
れ
た
人
材
が
企
業
に
い
る
か
否
か
で
あ
る
。

創

業
者
が
築
き
上
げ
た
企
業
風
土
の
最
も
大
切
な
と

こ
ろ
を
継
承
す
る
と
い
う
、

良
き
保
守
主
義
を
守

る
た
め
に
常
に
情
熱
を
持

っ
て
最
善
の
努
力
を
し

て
来
た
の
も
レ
ヴ
ィ
氏
で
あ
ろ
う
。

同
社
が
取
り

組
ん
で
来
た
変
革
と
は
何
か
。

一
つ
は
生
活
者
を
取
り
巻
く
チ
ャ
ネ
ル
・オ
ブ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
変
化
を
読
み
取
り
、

早

く
か
ら
ホ
ソ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
対
応
の
重
要
性
に
着

眼
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
変
化
に
十
分
対
応
で

き
る
人
材
を
有
し
、

積
極
的
に
整
備
し
て
き
た
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
統
合
」
は
広
告
界
の
多

く
の
人
た
ち
が
数
十
年
前
か
ら
叫
び
続
け
て
来
た

こ
と
で
あ
る
。

Ｔ
Ｖ
、

新
聞
、

雑
誌
、

ラ
ジ
オ
と

店
頭
で
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
ク
ノ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
統
合
に

多
く
は
留
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

「多
様
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
チ
ャ
ネ
ル
の
変
革
に
対
応
し

な
い
限
り
、

生
活
者
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
不
十
分
で
あ
る
」
と
の
強
い
認
識
を
持
っ

て
広
告
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
を
推
進
し
て

き
た
旗
頭
が
レ
ヴ
ィ
氏
で
あ
り
、

同
氏
を
フ
ル
に

サ
ポ
ー
ト
し
た
の
は
ピ
ュ
ブ
ツ
シ
ス
・
グ
ル
ー
プ

の
優
れ
た
広
告
人
達
で
あ
っ
た
。

先
進
的
な
世
界

一
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の
大
手
広
告
主
が
、

ホ
ソ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ア
プ
ロ

ー
チ
の
重
要
性
を
か
ね
て
か
ら
主
張
し
て
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
広
告
会
社
は
実
際
に
は

そ
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ピ

ュ
ブ
ツ
シ
ス
は
広
告
主
の
期
待
に
応
え
る
為
に
必

要
な
変
革
を
断
行
し
た
の
だ
が
、

こ
れ
も
ま
た
優

れ
た
人
材
と
彼
ら
の
情
熱
、

そ
し
て
実
行
力
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

も
う

一
つ
の
変
革
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
す
る

具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。ピ
ュ
ブ
ツ
シ
ス
・

グ
ル
ー
プ
は
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
ソ
ス
の
著
名
な
広

告
会
社
を
買
収
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
み
な
ら

ず
ア
メ
ノ
カ
に
お
け
る
体
制
強
化
に
積
極
的
な
手

を
打
っ
て
来
た
。
こ
の
よ
う
な
積
極
的
な
体
制
強

化
に
お
い
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ピ
ュ
ブ
ツ
シ
ス
・

グ
ル
ー
プ
の
右
に
出
る
も
の
は
い
な
い
。
ピ
ュ
ブ

ツ
シ
ス
・
グ
ル
ー
プ
は
サ
ー
チ
＆
サ
ー
チ
を
買
収

し
、

更
に
ア
メ
リ
カ
の
名
門
レ
オ

・
バ
ー
ネ
ッ
ト

を
傘
下
に
持
つ
に
至
っ
て
い
る
。
レ
ヴ
ィ
氏
の
ビ

ジ

ョ
ン
と
大
胆
な
行
動
力
は
世
界
の
多
く
の
広
告

人
が
注
目
し
、　

マ
ス
コ
ミ
で
も
し
ば
し
ば
取
り
上

げ
ら
れ
た
の
で
、

ご
存
知
の
読
者
も
多
い
で
あ
ろ

＞「ノ。
一

Ｍ
＆
Ａ
に
際
し
て
の
基
準

Ｍ
＆
Ａ
に
際
し
て
は
ど
の
よ
う
な
行
動
基
準
を

持
っ
て
臨
ん
で
き
た
か
、
こ
の
点
に
関
し
て
質
問

し
て
み
た
。

「買
収
に
際
し
て
考
慮
す
べ
き
こ
と
、

最
も
重
要
で
最
初
に
考
え
る
べ
き
こ
と
は
、

買
収

に
よ
っ
て
我
々
の
広
告
主
に
対
し
よ
り
良
い
サ
ー

ビ
ス
が
可
能
に
な
る
か
否
か
だ
」
が
最
初
の
答
え

で
あ
っ
た
。

「我
々
の
広
告
主
に
対
し
、

こ
の
買
収

が
プ
ラ
ス
に
な
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、

我
々

は
買
収
を
進
め
る
。
そ
う
で
な
い
と
判
断
し
た
場

合
に
は
買
収
や
提
携
の
話
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
」

と
言
う
。

す
な
わ
ち
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
と
っ
て

プ
ラ
ス
に
な
り
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
利
益
に
な
る
、

こ
の
点
を
常
に
考
え
る
こ
と
が
ピ
ュ
ブ
ツ
シ
ス
・

グ
ル
ー
プ
の
基
本
的
な
姿
勢
で
あ
る
と
い
え
る
。

更
に
、

「買
収
す
る
相
手
が
今
日
ま
で
成
功
し
て

き
た
か
ど
う
か
を
確
認
し
、

成
功
を
可
能
に
し
た

３
つ
か
４
つ
の
要
因
を
つ
ぶ
さ
に
検
討
す
る
。

強

い
成
功
要
因
が
存
在
し
、

成
功
し
て
い
る
企
業
と

判
断
し
た
場
合
に
は
、

こ
の
広
告
会
社
を
守

っ
て

い
こ
う
と
決
断
し
、

こ
の
広
告
会
社
の
価
値
を
守

っ
て
い
く
。

つ
ま
り
、

こ
の
広
告
会
社
の
企
業
文

化
を
守

っ
て
い
く
と
の
決
断
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

我
々
は
必
要
な
変
革
は
否
定
し
な
い
が
、

こ
の
広

告
会
社
の
企
業
文
化
を
買
収
後
変
え
よ
う
と
は
し

な
い
。

つ
ま
り
、

企
業
の
哲
学
、

仕
事
の
進
め
方

を
変
え
よ
う
と
は
し
な
い
の
だ
。

企
業
の
哲
学
、

企
業
の
文
化
、

今
日
ま
で
成
功
を
可
能
に
し
た
い

く
つ
か
の
大
切
な
要
因
は
、

買
収
を
決
め
た
後
に

も
守

っ
て
い
く
べ
く
、

最
大
の
努
力
を
重
ね
る
」

と
力
説
し
た
。

つ
ま
り
成
功
し
て
い
る
企
業
の
場

合
、

こ
の
成
功
の
継
続
を
優
先
さ
せ
、

不
必
要
な

変
革
は
行
わ
な
い
と
い
う
の
だ
。
そ
の
際
、

企
業

文
化
、

企
業
哲
学
は
大
き
な
判
断
基
準
に
な
る
。

逆
に
、

「立
派
な
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
持
ち
、

優
秀
な

人
材
は
居
る
が
、

企
業
文
化
が
な
い
広
告
会
社
の

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
人
材
は
買
っ
て
も
、

広
告
会
社

そ
の
も
の
は
存
続
さ
せ
な
い
。

ダ
ー
シ
ー
は
そ
の

一
例
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
レ
オ

・
バ
ー
ネ
ッ
ト

や
サ
ー
チ
＆
サ
ー
チ
に
は
素
晴
ら
し
い
文
化
が
あ

り
、

伝
統
が
あ
る
。

私
の
使
命
は
こ
れ
ら
の
優
れ

た
広
告
会
社
を
守

っ
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い

る
。

特
に
、　

レ
オ

・
バ
ー
ネ
ッ
ト
は
世
界
の
広
告

界
で
最
も
尊
敬
さ
れ
、

輝
か
し
い
歴
史
を
誇
る
、

数
少
な
い
巨
人
の
一
社
で
あ
り
、　

レ
オ

・
バ
ー
ネ

ッ
ト
の
伝
統
と
文
化
を
守
る
の
は
私
の
責
任
だ
」

と
強
く
語
っ
た
。

一
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
意
向

レ
ヴ
ィ
氏
に
つ
い
て
ピ
ュ
ブ
ツ
シ
ス
の
重
要
な

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で
あ
る
ネ
ス
レ
の
経
営
幹
部
は
筆

者
に
、

「
レ
ヴ
ィ
氏
を
私
ど
も
が
好
き
な
の
は
、

彼

が
常
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
こ
と
を
考
え
、

は
っ
き

り
と
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
か
ら
な
ん
だ
」
と
語
っ

た
こ
と
が
あ
る
。

筆
者
は
レ
ヴ
ィ
氏
が
社
員
だ
け

で
な
く
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
も
濃
密
な
人
間
関
係

を
構
築
し
て
い
る
と
強
く
感
じ
た
。

同
氏
が
最
も

愛
す
こ
と
は
、

「人
と
の
出
会
い
」
で
あ
り
、

多
く
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は
個
性
豊
か
な
ト
ッ
プ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
で
あ
る
。

レ
ヴ
ィ
氏
の
敬
愛
す
る
ピ
ュ
ブ
ツ
シ
ス
の
創
設

者
で
あ
る
マ
ル
セ
ル
・
ブ
ル
ー
ス
タ
イ
ン
日
ブ
ラ

ン
シ
ェ
氏
の
思
想
と
同
じ
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思

う
の
で
、

同
氏
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
対
す
る
価
値

観
を
紹
介
す
る
。

「ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
と
そ
の
歴

史
が
代
表
す
る
仕
事
の
蓄
積
と
い
う
資
産
に
対
し

て
、

大
き
な
敬
意
を
示
し
た
。

広
告
を
作
り
、

守

り
、

発
展
さ
せ
、

成
功
さ
せ
る
事
が
ど
れ
ほ
ど
大

変
な
こ
と
か
を
知
っ
て
い
た
。

広
告
費
と
し
て
支

出
さ
れ
る
１
フ
ラ
ン
、
１
フ
ラ
ン
が
何
を
意
味
す

る
か
が
分
か
っ
て
い
た
」、
「企
業
の
価
値
は
そ
こ
で

働
く
人
間
、
と
り
わ
け
経
営
陣
の
価
値
と
等
し
い

こ
と
を
知
っ
て
い
た
」、
「新
た
な
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に

つ
い
て
話
す
と
き
、

最
初
に
す
る
質
問
は
予
算
額

の
大
き
さ
に
関
す
る
も
の
で
も
な
く
、

広
告
主
の

重
要
性
に
つ
い
て
の
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

最
初

に
す
る
質
問
は

『彼
ら
と
う
ま
く
理
解
し
あ
え
る

だ
ろ
う
か
？
』と
い
う
も
の
だ
っ
た
衣
「勝
利
へ
の

情
執
じ
。

レ
ヴ
ィ
氏
も
同
様
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
人
間

関
係
を
最
も
大
切
に
し
、

ピ
ュ
ブ
ツ
シ
ス
が
広
告

主
と
の
取
引
を
始
め
る
と
き
は
、

ま
ず
相
手
の
経

営
幹
部
の
人
と
な
り
を
見
る
と
い
う
。

「Ｐ
＆
Ｇ
の
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ
る
Ａ

・
Ｇ

・
ラ

フ
リ
ー
氏
や
ネ
ス
レ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ
る
ピ
ー
タ
ー
・

ブ
ラ
ベ
ッ
ク
氏
が
素
晴
ら
し
い
点
は
、

彼
ら
が
世

界
は
ど
う
動
い
て
い
る
の
か
を
非
常
に
深
く
理
解

し
て
い
る
か
ら
な
の
だ
」。
生
活
者
に
対
す
る
深
い

洞
察
力
な
く
し
て
商
品
は
売
れ
な
い
と
い
う
こ
と
、

そ
し
て
、

文
化
の
違
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
極
め

て
大
切
だ
と
言
う
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
い
る
こ

と
、

こ
の
二
点
が
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
ト
ッ

プ
に
求
め
ら
れ
る
大
変
重
要
な
資
質
で
あ
る
。
そ

の
視
点
か
ら
、

モ
ー
ソ
ス
・
レ
ヴ
ィ
氏
は
Ｐ
＆
Ｇ

の
Ａ
・Ｇ
・ラ
フ
リ
ー
氏
と
ネ
ス
レ
の
ピ
ー
タ
ー
・

グ
ラ
ベ
ッ
ク
氏
を
高
く
評
価
し
、

尊
敬
し
て
い
る

と
述
べ
た
。

併
せ
て
、

レ
ヴ
イ
氏
は
ロ
レ
ア
ル
（本

社

¨
フ
ラ
ン
ス
、

パ
ソ
）
の
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ

る
ソ
ン
ゼ
ー

・
オ
ー
エ
ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
氏
も
優

れ
た
ソ
ー
ダ
ー
の
１
人
と
し
て
尊
敬
し
て
い
る
と

も
語
っ
た
。

広
告
会
社
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ベ
ー
ス
で
の
職
烈

な
戦
い
に
生
き
残
る
こ
と
が
出
来
る
か
否
か
は
次

の
い
く
つ
か
の
点
に
か
か
っ
て
い
る
と
筆
者
は
考

え
る
。

①
ど
の
よ
う
な
優
れ
た
広
告
主
を
ク
ラ
イ

ア
ン
ト

・
ロ
ー
ス
タ
ー
に
持
っ
て
い
る
か
、

②
一そ

し
て
そ
れ
ら
広
告
主
に
対
し
、

常
に
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
か
否
か
、

③
そ
の

達
成
す
べ
き

「伝
統
の
継
承
と
変
革
」
を
強
力
に

推
進
す
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
、
そ
れ
を
可
能
に
す

る
ノ
ー
ダ
ー
を
持
つ
企
業
か
ど
う
か
で
あ
る
。
レ

ヴ
ィ
氏
が

「伝
統
の
継
承
」
と

「変
革
」
の
調
和

を
達
成
す
べ
く
、

日
々
努
力
し
て
い
る
、

数
少
な

い
ツ
ー
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

実
際
、

既
存
の
大
手
広
告
主
と
の
緊
密
な
関
係
を
構
築
し

な
が
ら
、

経
営
目
標
で
も
あ
る

「新
規
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
獲
得
」
に
も
注
力
し
、

０４
年
上
半
期
の
新

規
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
ア
カ
ン
ト
総
額
は
１９
億
ド
ル

に
達
し
た
。

現
在
の
オ
ム
ニ
ヨ
ム
・
グ
ル
ー
プ
、

Ｗ
Ｐ
Ｐ
グ

ル
ー
プ
、

イ
ン
タ
ー
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
、

ピ
ュ
ブ
ツ
シ
ス
・
グ
ル
ー
プ
か
ら
な
る
メ
ガ

・
エ

ー
ジ

ェ
ン
シ
ー

・
グ
ル
ー
プ
の
中
で
は
ア
ン
グ
ロ

サ
ク
ノ
ン
が
主
流
を
占
め
て
い
る
点
は
ま
ぎ
れ
も

な
い
事
実
で
は
あ
る
が
、

い
ま
や
フ
ラ
ン
ス
、

ヨ

ー
ロ
ッ
パ
大
陸
を
代
表
す
る
ピ
ュ
ブ
ツ
シ
ス
が
本

格
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

米
英
の
み
な
ら
ず
、

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
代
表
す
る
ピ
ュ
ブ
ツ
シ
ス
や
、

電
通
を
は
じ

め
と
す
る
日
本
の
有
力
広
告
会
社
が
今
後
ど
の
よ

う
な
展
開
を
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ベ
ー
ス
で
推
進
し
て

い
く
か
は
大
変
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
あ
り
、

目
を

離
す
こ
と
が
出
来
な
い
。

】序
施Ｔ
久
［き
し
・の
ぶ
ひ
さ
］

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、岸
・ア
ン
ド
・ア
ツ
シ

エ
ー
ツ
代
表
取
締
役
。
日
系
・外
資
系
の
企
業
経
営
者
対
象
の
サ
ロ
ン

「フ
ア
ー
ス
ト
・ウ
ェ
ン
ズ
デ
ー
」を
主
催
。

Ａ
Ｉ
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
を
経
て
、
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｓ
（ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン

ズ
高
等
国
際
問
題
研
究
大
学
院
）
に
て
国
際
関
係
論
（国
際
経
済
・ア

ジ
ア
研
究
）
で
修
士
。

そ
の
後
Ｉ
Ｍ
Ｄ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
て
甲
♀

Ｏ
Ｓ
ヨ
さ
【
軍
８
景
一く
ｏ
口
ｏ
く
ｏ
一ｏ
Ю
ヨ
ｏ
ユ
修
了
。

ダ
ウ

・
ジ
ョ
ー
ン

ズ
社
イ
ン
タ
ー
ン
時
に
ウ
ォ
ー
ル

・
ス
ト
リ
ー
ト

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙

に
署
名
記
事
を
奇
稿
。

そ
の
後
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・サ
ッ
ク
ス
証
券
投
資

銀
行
部
門
に
て
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
、株

式
公
開
、
Ｉ
Ｒ
（イ
ン
ペ
ス
タ
ー
・

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）を
中
心
と
し
た
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
に
従
事
。
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